
【はじめに】糖尿病において血糖のコントロールは必須で

あり、自身で血糖値を測定できる自己血糖測定（SMBG）
機器は重要な役目を果たしている。今回、糖尿病指導入院

中の患者自身が所有している SMBG機器 A（アボット社製）
と病棟で使用している SMBG機器 B（TERUMO社製）で、
測定値が大きく乖離していたため、臨床医から調査依頼が

あり、検討を行ったので報告する。

【方法】①機器間差の検討のため、患者が実際に使用して

いた機器 Aと新品の機器 A（以降「新 A」）、病棟で使用
していた機器 Bと新品の機器 B（以降「新 B」）で NaF加
静脈血を測定した。②機種間差検討のため、ヘパリンリチ

ウム加静脈血を 24時間・ 37℃でインキュベート 0mg/dLま
で解糖し、糖液を添加して濃度調整を行った検体を機器

A、機器 B、合わせて内科外来で使用の機器 C（J&J社製）
と対象機器（LABOSPECT008）で測定し確認した。③ヘマ
トクリットの影響、④採取部位による影響を調べるための

検討も行った（詳細は発表時）。

【結果】

【まとめ】A、B其々使用中のものと新品とで機器間差は
無かった。SMBG機器の精度は ISO15197により血糖値
100mg/dL未満で±15mg/dL以内、血糖値 100mg/dL以上で
は±15%以内と定義されている。対象機器で測定した酵素
法を真値とすると最も近似値は機器 Bであり、ヘマトクリ
ットや穿刺部位による影響も少なかった。機器 Aは全てに
おいて許容誤差範囲を下回っていた。以上の事より、機器

B、Cに比べ機器 Aがより低値に出る傾向であり病棟での
結果乖離の原因であったと考える。　　（0834-28-4411)
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